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　従ってください。

※当日は、組み立てた状態での訓練になります。

　（分解した状態は、当日ビデオでご紹介します。）
※荒天の場合には、中止することがあります。

           中国地方整備局　中国技術事務所

１／２

※訓練は全て公開で実施します。訓練中の撮影は可能です。ただし、担当者の指示に

お知らせ

合同庁舎記者クラブ

広島県政記者クラブ

中国地方建設記者クラブ

問い合わせ先

　防災技術センター（中国技術事務所）に中国
地方整備局で初めて「分解組立型バックホウ」
（裏面※参照）を配備し、このたび、下記のとお
り操作方法等の説明会を行います。

  

  
 【分解組立型バックホウ操作方法等 説明会】  
 
 日   時 ： 平成２６年３月１７日（月） １３：３０～１５：００                                
  
 場   所 ： 中国技術事務所（広島市安芸区船越南2-8-1） 
           ※裏面地図参照 
  
 参  加  者 ： 中国地方整備局職員  約１０名 
    
          災害時支援協定会社 約１０名 



２／２

 
（１） 山間部等で土砂崩落等が発生し、陸路でバックホウを運搬 
      できない場合に、本体を１３の部品に分割して空輸が行える 
      よう製作したバックホウです。 

⑩カウンタ ウエイト（下） 

⑨カウンタ ウエイト（上） 

⑬トラックシューグループ 

⑪パワーユニット 

⑧キャブ・フロアー 

⑦ブーム 

⑤走行フレーム（ＲＨ） 

⑥トラックシューグループ 

③工具箱・燃料タンク 

④アーム・バケット 

①上部旋回フレーム 

②下部走行フレーム 

（２） 災害現場で安全な場所から遠隔操作による土砂撤去作業等 
      を行うことができます。 

※ 分解組立型バックホウについて 

※本体は塗装前の色です。 

⑫走行フレーム（ＬＨ） 

説明会当日は、下記のイメージで操作説明を行う予定です。 

操作員 

対策本部車（拡幅型） 

分解組立型ﾊﾞｯｸﾎｳ 

分解組立型ﾊﾞｯｸﾎｳ 

庁 舎 
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